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 目的 

それぞれ独立したシステムであるCMAXS PMSおよびCMAXS LC-Aを連携するこ
とにより、各システムの利便性と信頼性を向上させる。 

 

 目標 

連携したシステムを実船に適用し、本船上での機能確認を行う。 
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 各システムの主要機能 

 CMAXS PMS 

- 保守作管理機能 

 作業計画作成 

 作業報告書作成 

 作業履歴管理 

 本船本社間データ送受信 など 

 

- 予備品管理機能 

 使用部品入力 

 部品要求書作成 

 見積・発注書作成 

 本船本社間データ送受信 など 
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 各システムの主要機能 

 CMAXS LC-A 

- 自動状態診断機能 

- 最適運航 

- 保守時期の推定 

- 保守管理 

- トラブルシューティング 
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 連携機能 

本研究において開発した連携機能を下記する。 

 

 保守作業項目の連携 

メーカが推奨する保守作業項目が、CMAXS PMSで利用することができる。 

 

 機器運用支援サービス用資料の参照 

メーカ支給の下記資料を、 CMAXS PMSで閲覧することができる。 

- メンテナンスマニュアル 

- オペレーションマニュアル 

- サービスインフォメーション 

- 予備品コードブック 

 

 計測シートの利用 

メーカ支給の計測シートを、CMAXS PMSで利用することができる。 
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 連携機能 

 保守作業推奨期間の参照 

CMAXS LC-Aが推奨する保守作業期間を、CMAXS PMSで閲覧することがで
きる。 

 

 相互システムの呼び出し 

CMAXS PMSから、CMAXS LC-Aを呼び出すことができる。 

CMAXS LC-Aから、CMAXS PMSを呼び出すことができる。 
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 ユーザーインターフェース 

 機器運用支援サービス用資料の参照 
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 ユーザーインターフェース 
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 ユーザーインターフェース 
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 ユーザーインターフェース 

 相互システムの呼び出し 
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 方法 

本研究で開発した新たなCMAXS PMSおよびCMAXS LC-Aを実船にインストール
し、全ての機能が正常に動作することを確認を本船上で行う。 

 

 結果 

本研究で開発した全ての機能が、本船上で正常に動作することを確認できた。 
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 メーカが推奨する作業や推奨期間をCMAXS PMSに反映させたことで、作業
計画の信頼性が向上した。 

 

 メーカから支給される各種マニュアルや計測シートをCMAXS PMS上で利用
できるようになったことで、システムの利便性が向上した。 

 

 本研究において開発した全ての連携機能が、本船上で正常に動作すること
を確認することができた。 


